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子どもの貧困／陸前高田学校
　
　

特　集

食の権利を守り、おいしく・たのしく

鰆　４切れ　　　　　パルメザンチーズ　10ｇ
漬け用味噌（白味噌…200ｇ、酒…大さじ１、みりん…大さじ１、砂糖…小さじ１）

【材料】（４人分）

【作り方】
①鰆に振り塩をして、しばらく置く。
②鰆から出た水分を拭き取り、漬け用の味噌を合わせて、１時間以上漬け込む。
③味噌を軽く取った鰆を鉄板に並べ、パルメザンチーズをふる。
④180℃に熱したオーブンで20分ほど焼く。

味噌とチーズはどちらも発酵食品で、相性が良く、チーズを加えることでカル
シウムの強化にもなります。味噌の香りでチーズの苦手な利用者にも好評です。
鶏肉や豚肉でも作ることができます。

槻ノ木荘（大阪府高槻市）　管理栄養士　藤本久美子

いただきます！

鰆
サワラ

の味噌漬けチーズ焼き
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「わらじ医者の女房」早川ゆきのエッセイが絵本に！

『寒　月』
かん　　げつ

定価　2,000円+税
（80ページ　フルカラー　上製本）

エッセイ　早川　ゆき
画　神門やすこ

忘れられないあの頃、どうしても伝えておきた
いことがある──「わらじ医者の女房」早川ゆ
きのエッセイに『福祉のひろば』の表紙画でお
なじみの神門やすこが一つひとつのエピソード
に込められた思いに共感し、描き下ろしの画を
添えて、一冊のすてきな絵本が誕生しました！

点字を舌で読みます／落ちていたりんご／死に待ち
私の夢、手話通訳／ぼてと端切れ／天井から落ちてきた子鼠
ぎおんさんどすなあ／或るさわやかな別れ
おかずに詰まれば豆腐汁／ぬきそ／初午／出里決戦
まわりの人と心／喫茶去／安ちゃん／寒月／利休鼠の雨
病い上手な死に下手／或る死／Ａさんのこと／ホシバル
しまい天神／お茶のお正月／最後をどの様に迎えてもらうか
芒／衣笠歳時記「おことさんで」／いのち

＊おもな内容＊

好評発売中！



2月22日～ 24日に開催された第２回陸前高田学校（学校長・菅野悦雄さん）は、陸前高田市の
後援をいただき、戸羽市長から陸前高田の現状と課題や生活問題、そして災害公営住宅での入
居者聴き取り、福祉現場で働く方々との交流が行われました。24日には大川小学校跡地や飯
舘村を視察し、福島駅で解散しました（写真は、語り部の實吉さん）。　

陸
前
高
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学
校

（
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田
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語
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釜
石
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）



　時が経ったからといって、瞼
まぶた

から当日の様子は消せない！
　旧「道の駅」の前でパネルをかざして震災前の陸前高田のようすを語る實吉さん。「それぞ
れが瞼から消せないものをもっている。津波は病院の４階床まで到達した。院長から職員に退
避指示が出され、屋上に移動した直後に波が押し寄せてきた。そのとき、助けられなかった入
院患者さんと最後にあわせた目が今でも忘れられない」「〝地震〟と〝津波〟の間の過ごし方が
岐路だった。いったん避難したのにまた戻って津波に飲み込まれた」「ついて来ている、と思っ
ていた母ちゃんが振り返るといなかった」「まだ、200名を超す人たちが不明のままです」と
話されました。

陸
前
高
田
　

旧「
道
の
駅
」



　釜石市の大規模仮設団地。もとは平
へいた

田総合グラウンドだったところの仮設団地です。260戸
のうち現在約150戸に入居。支援やＩターンの人の入居が30戸ほど、120戸程度が被災者です。
高齢独居が進み、毎月のように人が亡くなっていきます。仮設が終

つい

の棲
すみ か

家になっています。平
田第６仮設団地自治会長さんから伺いました。

釜
石
市
　

平へ
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仮
設
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　福島県飯舘村。福島県生活と健康を守る会連合会会長の佐藤八郎さん（元村会議員で、昨年
の村長選挙に立候補し４割以上の支持を獲得）が、３月末に避難指示区域を解除するという村と
国に対して鋭く迫ります。生活基盤が揃えられていない、被曝線量も測定器のデータが偽装さ
れていたり、15％しか除染しないで終結させるやり方。村民に何か責任があるのだろうか？
　村民はじっと黙って、放射能をあびて、死ぬのを待つのか！　飯舘村から現在、福島県内に
避難している人は5,707人(うち福島市内3,625人）、県外避難は342人。県内に避難している
人の住居は、仮設住宅に755人、借り上げ住宅に1,767人、住宅取得や親族宅等が2,949人（３
月１日現在）となっています。避難されずに住み続けている人が11人。３月末の避難指示区
域解除で、こうした避難者の方々の多くが村に戻って来るとは思えません。しかし、避難者を
支援するさまざまな制度はどんどん削られていきます。� （写真･文：下野祇園）

福
島
県
飯
舘
村
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創造する確かな力を
育てる
　

全国幼年教育研究協議会世話人　柿
かきた

田　雅
まさこ

子

た
と
え
ば
〝
運
動
会
〟
と
い
う
行
事
に
向
か
う
保
育
園
四
歳
児
ク
ラ
ス
の
三
通
り
の
保
育
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

一
番
目
は
、
大
人
が
決
め
た
競
技
に
子
ど
も
を
追
い
立
て
、
猛
特
訓
を
課
す
タ
イ
プ
で
、
今
、
大
阪
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
愛
国
の
保
育
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
管
理
と
強
制
の
保
育
で
す
。
二
番
目
は
、
大
人
が

計
画
を
決
め
た
う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
に
話
し
合
わ
せ
、
シ
ナ
リ
オ
に
沿
う
よ
う
に
誘
導
し
て
い
く
も
の
で
、

二
月
に
提
示
さ
れ
た『
保
育
所
保
育
指
針
改
定（
案
）』の
描
く
保
育
が
こ
れ
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。
三
番
目
は
、

大
人
と
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
し
活
動
を
創
っ
て
い
く
保
育
で
あ
り
、
私
た
ち
が
大
事
に
し
た
い
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
命
名
す
る
な
ら
順
に
、「
従
順
の
保
育
」、「
適
応
の

保
育
」、「
創
造
の
保
育
」
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
は
、
二
月
一
四
日
に
、
米
国
、
中
国
、
韓
国
に
比
べ
て
日
本
の
高
校

生
の
勉
学
へ
の
姿
勢
が
消
極
的
で
あ
り
、
将
来
設
計
に
対
し
て
控
え
め
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
を
公
表
し
ま

し
た
。
学
習
指
導
要
領
を
は
じ
め
幼
稚
園
教
育
要
領
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
、
保
育

所
保
育
指
針
は
、
こ
れ
ま
で
「
能
動
的
な
学
び
」
を
最
重
要
課
題
と
し
、
そ
れ
は
今
回
の
改
訂
・
改
定
で
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
で
も
日
本
の
子
ど
も
に
、
能
動
性
や
主
体
性
は
育
っ
て
い
な
い
と
い
う
調
査
報
告
な
の
で
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
が
本
当
に
対
話
を
重
視
し
、
自
ら
考
え
、
社
会
や
世
界
を
切
り
拓
く

よ
う
な
人
間
に
な
ら
れ
て
は
実
は
困
る
、
と
い
う
政
権
や
財
界
の
本
音
が
関
与
し
、
つ
ま
り
は
環
境
を
創
造
す
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かきた　まさこ

大学非常勤講師。
著書『陽だまりのゆりかご──これからの子育て』（あゆみ出版、
1998年）、共著『支えあい育ちあう　乳幼児期の集団づくり』（か
もがわ出版、2012年）

る
の
で
な
く
、
環
境
に
適
応
す
る
人
間
を
育
て
る
教
育
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

一
方
、『
保
育
所
保
育
指
針
改
定
（
案
）』
に
は
、
保
育
の
定
義
で
あ
る
「
養
護
と
教
育
の
一
体
化
」
か
ら
こ

と
さ
ら
に
「
教
育
」
を
取
り
出
し
、
小
学
校
の
教
育
に
連
携
し
「
接
続
」
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
顕
著
で
す
。

す
で
に
保
育
現
場
で
は
、
授
業
へ
の
適
応
を
図
り
、
教
科
学
習
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
状
況
が
あ
り
、
そ
の
促

進
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
「
接
続
」
を
テ
コ
に
し
て
踏
み
込
ん
だ
の
が
三
歳
児

か
ら
の
「
国
旗
・
国
歌
」
の
導
入
で
す
。
園
の
行
事
に
は
二
歳
以
下
の
子
ど
も
が
参
加
す
る
場
合
も
多
々
あ
り
、

「
国
」
も
「
君
」
も
理
解
の
し
よ
う
が
な
い
子
ど
も
へ
の
こ
う
し
た
す
り
込
み
は
、
ま
さ
に
小
さ
な
う
ち
か
ら

の
順
応
を
ね
ら
う
も
の
で
す
。
教
育
基
本
法
の
対
象
を
就
学
前
の
子
ど
も
に
ま
で
広
げ
、
憲
法
を
変
え
る
た
め

の
地
な
ら
し
と
し
た
い
思
惑
が
透
け
て
み
え
ま
す
。

子
ど
も
は
、
好
奇
心
と
探
求
心
に
あ
ふ
れ
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
能
動
性
を
備
え
た
存
在
で
す
。
知
り
た

く
て
わ
か
り
た
く
て
、
だ
か
ら
一
歳
児
は
「
コ
レ
な
に
？
」
を
連
発
し
、
三
歳
児
な
ら
ば
「
な
ん
で
、
ど
ー
し

て
」
と
納
得
す
る
ま
で
そ
の
ワ
ケ
を
た
ず
ね
る
の
で
す
。
保
育
室
は
、
問
い
か
け
に
満
ち
、「
み
ん
な
が
平
和

に
過
ご
し
、
ど
の
子
も
幸
福
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
は
、
日
々
の
大
事
な
テ
ー
マ
で
す
。
子
ど
も

の
問
い
か
け
に
ど
う
応
え
る
か
。
大
人
の
誠
実
が
試
さ
れ
ま
す
。
未
来
を
創
造
す
る
主
人
公
に
ふ
さ
わ
し
い
確

か
な
力
を
今
こ
そ
育
み
た
い
も
の
で
す
。
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◆
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
い
く
の
学
園
が
来
年
で
二
〇
年
を
迎
え
ま
す

生
野
学
園
創
立
四
〇
周
年
記
念
に
、
作
家
の
千
田
夏
光
さ
ん
が
寄
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
…
…
生
野
学
園
に
お
け
る
最
大
の
特
徴

は
、
差
し
の
べ
る
そ
の
手
の
ぬ
く
も
り
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
そ
の
暖
か
い
手
を
と
、
願
っ
て
や
ま
な

い
。
踏
ま
れ
た
草
に
も
花
は
咲
く
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
思
い
は
、
今
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

五
月
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
児
童
福
祉
を
願
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
〈
い
く
の
学
園
〉
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
く
の
学
園
は
来
年
に
は
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
二
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
一
〇
年
を
迎
え
た
と
き
「
い
く
の
学
園
は
み
ん
な
の
い

え
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
く
の
学
園
は
、
一
九
四
六
年
、
戦
後
す
ぐ
に｢
財
団
法
人
婦
人
成
美
寮｣

と
し
て
始
ま
り
、
一
九
五
一
年
に｢

大
阪
府
立

婦
人
保
護
施
設
生
野
学
園｣

（
大
阪
福
祉
事
業
財
団
運
営
）
と
、
そ
の
名
称
を
変
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
六
年
に
わ
た
っ
て
生
野

学
園
の
現
地
建
替･

婦
人
保
護
事
業
の
拡
充･

売
買
春
の
根
絶
を
求
め
続
け
ま
し
た
が
、
大
阪
府
は
生
野
学
園
を
含
む
三
つ
の
婦

人
保
護
施
設
を
一
九
九
七
年
に
廃
止
、
大
阪
府
女
性
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
一
九
九
八
年
に
民
間
施
設｢

女
の
か
け
こ
み
寺･

生
野
学
園｣

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

子
ど
も
の
貧
困
、
陸
前
高
田
学
校
に
よ
せ
て

踏
ま
れ
た
草
に
も
花
が
咲
く　
（
千
田　

夏
光
）
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